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1　は　じ　め　に

山形県庄内砂丘地では，古くからメロンが導入され，近

年はアンデスが主要品種となっている。作型は，7月上～

中旬収穫のハウス早熟栽培，7月下旬～8月中旬収穫の大

型トンネル早熟栽培が主体となっている。

この7月上～中旬の出荷では，全国的なメロン出荷体制

下においてはむしろ遅い出荷時期となり，特別の高価格は

望めないうえ，より以上の高品質を要求されている。

ハウス早熟栽培では現在砂丘地においては，うね幅2．7

m．ベット2本，片側誘引，株問70－80cmの栽植様式が主

流となっているが，この裁植様式はトンネルと同じであり，

農家経営上，生産性を高める必要がある。そこでこの試験

に先立ち，ベット2本うね幅2．7mの両側誘引とし，栽植

株数を高め，収量を増加させる試みを行ったところ良好な

結果が得られたため，細部について検討を行った。

一方，砂丘地での大型トンネル早熟栽培は，うね幅2．7

れ株間80－90印に対し土畑では株間60印が「般的である。

そこで生産性の高い栽植様式を確立するため∴施肥量，着

果師位，株間について検討した。

2　試　験　方　法

（1）試験圃場：山形県立砂丘地農業試験場（山形県酒田市）

砂丘未熟土（内灘統）

（2）供試品種：アンデス

（3）試験区

1）パイプハウス7月どりにおける栽植密度と整枝法に

ついての検討

栽培概要：播種；2月23日　定植；4月5日

うね幅；2．7冊　子づる2本両側誘引

保　温；トンネル，内張りカーテン併用

施肥量（毎／♂）ニN－0．6，P205－0．75，K20－0．75

表1　試験区　パイプハウス

区
株 間 つる数／株 着果数／株 株数／α

血 ） （本） （個） （株）

1 45 2 3 82
2 45 2 4 82

3 45 3 3 8 2
4 50 2 4 74

Extension Service Station

2）大型トンネル栽培における栽植密度，整枝法∴施肥

量についての検討

栽培概要：播種；3月22日　定植；4月26日

うね幅；2．7仇　子づる2本片側誘引

保　温；不織布トンネル併用

施肥量（吻／1匝）：N－12，P205－14．2，K20－9．4

義2　試験区　大型トンネル

区
株 間 着果 節位 着果数 ／／／株 株数／10 〃

（cm） （節） （個） （株）

1 60 11 ・－ 14 3 6 17

2 60 14 ～ 17 4 6 17
3 80 11 ～ 14 4 463

4 80 14 － 17 4 463

3　試　験　結　果

（1）パイプハウス

収量は，いずれの試験区も高かったが，中でも栽植株数

及び着果数の多い2区の株間45cm，子づる2本整乱株当

たり4果着果が面積当たり収量が最も高かった。

また階級別収量比では3本整枝を行った3区の大玉率が

最も高かった（図1）。これは．一黒に対する真数が多い

ためと考えられる。一方果実品質は3区が最も良好であっ

たが，区間差は′小さく，どの区も品質は良かった（表2）。

以上より，大玉率では1区，3区が高かったが，3区の

3本整枝区は作業性が極めて悪いこと，また株間を50cmに

広げたことによる品質の向上は見られなかったことから最

も面積当たり収量の高い，株間45cm，子づる2本両側読札
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図1　パイプハウス階級別収量比
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表3　収量及び品質

〃当 た り収 量 l 平均果垂

（グ）

ネ　　 ッ　 ト l 異形 3）

異 数　 重 量

（個） （噂）
盛上 り1） 密度2）

試験区 糖度（brix％）

（％）

2 4 2 ．8 　　　 3 1 8 ．5 1 ．3 1 2 ± 7 5 3 ．0 　　　 4 ‾．0 4 ．0 3 ．9

3 1 6 ．9 　　　 3 8 3 ．6 1 ．2 1 1 ± 6 2 3 ．0 　　　　 3 ．9 3 ．9 3 ．8

2 2 6 ．3 　　　 3 0 5 ．5 1 ，3 4 7 ± 7 7 3 ，0 　　　　 4 ．0 4 ．0 4 ．0

2 8 8 ．9 　　　 3 5 2 ．4 1 ，2 2 0 ± 5 7 3 ．0 　　　　 3 ．9 4 ．0 3 ．8
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注，1）：3（良）～1（不良），2）：4（密）～1（粗），3）：4（良）～1（不良）

姦4　収量及び品質（整枝法との関係）

区

10 。当たり収量 l 平均果重

（ダ）

ネ　　 ッ　 ト

異 数　 重 量

（個） （喝）
盛上 り1） 密度 2）

2 ．3 9 2　　 2 ．59 9 1，0 8 7 ± 6 5 i ．7　　　 3 ．6 4，0 3 ．3

2 ，2 3 8　　 2 ，50 6 1．12 0 ± 8 5 2．6　　　　 3 ．9 4 ．0 3，5

1．8 2 3　　 2 ，2 8 5 1 ，2 5 6 ± 80 3 ．0　　　　 3 ．9 4 ．0 3．8

1．8 2 3　　 2 ．26 5 1．2 4 3 ± 7 1 2 ．9　　　　 4 ．0 3 ．9 3．8

蓑5　収量及び品質（施肥量との関係）

10 。当たり収量 l 平均栗 東

（ダ）

ネ　　 ッ　 ト l

異形 3）果 数　 重 量

個 ） （吻）
盛上 り1） 密度 2）

2 ，3 9 2　　 2，5 9 9 1 ，0 8 7 ± 6 5 2 ．7　　　　 3 ．6 4 ．0 3 ．3

1 ，8 2 3　　 2，2 8 5 1 ，2 5 4 ± 8 0 2 ．9　　　　 3 ．9 4 ．0 3 ．8

2 ，3 9 2　　 2，6 8 7 1 ，1 2 4 ± 6 8 2 ．5　　　　 3 ．8 3 ．9 3 ．2

1 ，8 5 2　　 2 ，3 5 8 1 ．2 7 4 ± 7 2 2 ．9　　　　 4 ．0 4 ．0 3 ．9
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図2　大型トンネル階級別収量比
（株問と着果帝位との関係）
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図3　大型トンネル階級別収量比
（株間と施肥量との関係）

4果どりの2区がハウス早熟栽培における生産性の高い載

積様式と考えられる。

（2）大型トンネル

面積当たり収量は栽植株数の多い，株間60cmの1．2区

が80cmより多く．同一株間での着果節位による差は少なか

った。しかし，60cm株間ではネットの盛り上がり及び密度

が極めて劣り，著しく外観が劣った（表2）。また階級別

収量においても節位にかかわりなく，60cm株間では大玉率

が著しく低かった（図2）。

次に株間と施肥量との関係では，施肥量にかかわらず60

m株間の1．3区ではネットの盛り上がり，密度等外観が

劣り，施肥量を増すことによる品質改善効果は見られなか

った（表3）。また株間租cmの2と4区との間においても

施肥量による差は少なかった。

以上より，整枝方法∴施肥量の違いよりも．株間の違い

が収量，品質に及ぼす影響が大きかった。したがって砂丘

地でのトンネル早熟栽培においては，収量性で問題は残る

が慣行の株間80cm，子づる2本両側誘引が適当である。

4　ま　　と　　め

砂丘地のハウス早熟栽培においては，うね幅2．7m，ベッ

ト2本，株間45cm．子づる2本両側誘引とすることにより，

生産性を高めることが可能である。この場合株間80cm．片

側誘引が10α当たり1，852果で約2．5tに対し株間45cn両

側誘引では3．292果，約4tとなる。

一方トンネル早熟栽培においては，株間を80cmから60cm

と狭めることにより，品質，大玉率共著しく低下し，これ

は整枝方法∴施肥量により改善することはできなかった。

したがって砂丘地におけるトンネル早熟栽培において良品

生産を図る株間は80C爪が適当であった。
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